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外
交
防
衛
委
員
会
）

テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
爆
弾
使
用
の
防
止
に
関
す
る
国
際
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第

一
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

こ
の
条
約
は
、
爆
弾
を
使
用
し
た
テ
ロ
事
件
が
続
発
す
る
中
で
、
同
様
の
テ
ロ
事
件
の
抑
止
に
関
す
る
国
際
協
力
の
必
要
性

が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
十
二
月
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
国
際
連
合
の
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前
文
、
本
文
二
十
四
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
条
約
の
適
用
上

「
爆
発
物
そ
の
他
の
致
死
装
置
」
と
は
、

死
、
身
体
の
重
大
な
傷
害
若
し
く
は
著
し
い
物
的
損

、

(1)

害
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
又
は
そ
の
よ
う
な
能
力
を
有
す
る
爆
発
す
る
兵
器
若
し
く
は
装
置
又
は
焼
夷
兵
器
若
し

い

く
は
焼
夷
装
置
及
び

毒
性
化
学
物
質
、
生
物
剤
、
毒
素
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
、
放
射
線
又
は
放
射
性
物
質
の
放

い

(2)

出
、
発
散
又
は
影
響
に
よ
っ
て
死
、
身
体
の
重
大
な
傷
害
若
し
く
は
著
し
い
物
的
損
害
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
又

は
そ
の
よ
う
な
能
力
を
有
す
る
兵
器
又
は
装
置
を
い
う
。

二
、
死
若
し
く
は
身
体
の
重
大
な
傷
害
又
は
施
設
等
の
広
範
な
破
壊
を
引
き
起
こ
す
意
図
を
も
っ
て
、
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
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場
所
等
に
、
不
法
か
つ
故
意
に
、
爆
発
物
そ
の
他
の
致
死
装
置
を
到
達
さ
せ
、
設
置
し
若
し
く
は
爆
発
さ
せ
る
行
為
又
は
爆

発
物
そ
の
他
の
致
死
装
置
か
ら
発
散
さ
せ
る
行
為
、
そ
の
未
遂
、
そ
の
よ
う
な
行
為
へ
の
加
担
等
を
犯
罪
と
す
る
。

三
、
締
約
国
は
、
前
記
二
、
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
重
大
性
を
考
慮
し
た
適
当
な
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

四
、
締
約
国
は
、
前
記
二
、
の
犯
罪
が
自
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
る
場
合
、
自
国
の
船
舶
内
又
は
航
空
機
内
で
行
わ
れ
る
場
合

及
び
自
国
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
犯
罪
に
つ
い
て
の
自
国
の
裁
判
権
を
設
定
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置

を
と
る
。
ま
た
、
締
約
国
は
、
容
疑
者
が
自
国
の
領
域
内
に
所
在
し
、
か
つ
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
裁
判
権
を
設
定

し
た
他
の
締
約
国
に
当
該
容
疑
者
を
引
き
渡
さ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
自
国
の
裁
判
権
を
設
定
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を

と
る
。

五
、
犯
人
又
は
容
疑
者
が
領
域
内
に
所
在
す
る
締
約
国
は
、
状
況
に
よ
っ
て
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
犯
人
又

は
容
疑
者
の
所
在
を
確
実
に
す
る
た
め
、
自
国
の
国
内
法
に
よ
り
適
当
な
措
置
を
と
る
。

六
、
容
疑
者
が
領
域
内
に
所
在
す
る
締
約
国
は
、
自
国
の
裁
判
権
を
設
定
し
た
締
約
国
に
当
該
容
疑
者
を
引
き
渡
さ
な
い
場
合

に
は
、
訴
追
の
た
め
自
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
事
件
を
付
託
す
る
。
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七
、
前
記
二
、
の
犯
罪
は
、
締
約
国
間
の
犯
罪
人
引
渡
条
約
に
お
け
る
引
渡
犯
罪
と
み
な
さ
れ
る
。

八
、
締
約
国
は
、
前
記
二
、
の
犯
罪
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
捜
査
、
刑
事
訴
訟
又
は
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、

相
互
に
最
大
限
の
援
助
を
与
え
る
。

九
、
政
治
犯
罪
、
政
治
犯
罪
に
関
連
す
る
犯
罪
又
は
政
治
的
な
動
機
に
よ
る
犯
罪
に
関
係
す
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
前

記
二
、
の
犯
罪
を
根
拠
と
す
る
犯
罪
人
引
渡
し
の
請
求
又
は
法
律
上
の
相
互
援
助
の
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
、
国
際
人
道
法
の
下
で
武
力
紛
争
に
お
け
る
軍
隊
の
活
動
と
さ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
っ
て
、
国
際
人
道
法
に
よ
っ
て
規
律
さ

れ
る
も
の
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
い
。
国
の
軍
隊
が
そ
の
公
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
行
う
行
動
で
あ
っ
て
、

他
の
国
際
法
の
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
も
の
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
い
。

十
一
、
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
は
、
仲
裁
に
付
さ
れ
又
は
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
。

十
二
、
こ
の
条
約
は
、
二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
五
月
二
十
三
日
に
発
効
し
た
が
、
発
効
後
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
受

諾
し
若
し
く
は
承
認
し
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の

後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。


